
● 所有株数に応じて15％割引券進呈！

100株 〜 499株 2枚
500株 〜 999株 4枚

1,000株 〜 2,999株 6枚
3,000株 〜 10枚

100株以上ご所有の方へ

15%割引券
＋

贈 呈 券 1枚 進 呈！
ネクタイ　　　　ワイシャツ

　　　　　　　ブラウスまたは

商 号 株式会社はるやまホールディングス
設 立 昭和49年11月6日
資 本 金 39億9,136万8,000円
本 社 岡山市北区表町一丁目2番3号
主 な 事 業 内 容 グループ戦略立案及び各事業会社の統括管理及び不動産賃貸借
役 員 代表取締役社長執行役員 治 山 正 史

取 締 役 執 行 役 員 伊 藤 　 卓
取 締 役 松 田 良 成
常 勤 監 査 役 佐 藤 晃 司
監 査 役 中 川 雅 文
監 査 役 岡 田 　 弘

主 な 子 会 社 はるやま商事株式会社
株式会社モリワン
株式会社テット・オム
株式会社ミック
株式会社BASE

従 業 員 数 単体　     39名
連結　1,520名

大株主 （上位10名）

株　　　　主　　　　名 持　株　数（株） 持株比率（％）

治 山 正 史 2,294,072 14.08

治 山 正 次 1,759,456 10.80

治 山 邦 雄 1,498,722 9.20

有限会社岩渕コーポレーション 1,324,500 8.13

株 式 会 社 四 国 銀 行 765,840 4.70

は る や ま 取 引 先 持 株 会 462,800 2.84

は る や ま 社 員 持 株 会 413,685 2.53

治 　 山 　 美 智 子 358,892 2.20

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 352,400 2.16

岩 渕 典 子 349,900 2.14

発 行 可 能 株 式 総 数 55,000,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 16,485,078株（うち自己株式 195,024株）

株 主 数 16,893名

株式会社はるやまホールディングス　http://www.haruyama.co.jp/

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年６月中
配当金受領株主
確 定 日

期末配当　毎年３月31日
中間配当　実施する場合は、毎年９月30日

株主名簿管理人 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

同 連 絡 先
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社  大阪証券代行部
〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目６番３号
TEL 0120-094-777（通話料無料）

上場証券取引所 株式会社東京証券取引所（市場第一部）
単 元 株 式 数 100株

公 告 方 法

電子公告とします。
公告掲載アドレス http://www.haruyama.co.jp/
但し、事故その他やむを得ない事由によって電子公告
による公告ができない場合は、日本経済新聞に掲載し
て行います。

（ご注意）
１．‌�株主さまの住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されてい

る口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等
にお問い合わせください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）ではお取り扱いできませんので
ご注意ください。

２．‌�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、下記特別口座の口座管理機
関にお問い合わせください。

３．‌�未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払いいたします。

特 別 口 座 の
口 座 管 理 機 関 みずほ信託銀行株式会社

同 連 絡 先
みずほ信託銀行株式会社  証券代行部
〒168-8507 東京都杉並区和泉二丁目８番４号
TEL 0120-288-324（通話料無料）

Corporate Data / Stock Information

会社情報 / 株式情報 （平成29年9月30日現在）

（注）持株比率は自己株式を控除して計算しております。

会社の概要 株主メモ

株主優待制度

株式情報

（証券コード：7416）

第44期中間報告書
平成29年4月1日から平成29年9月30日まで

HARUYAMA REPORT

株式会社はるやまホールディングス

株式会社はるやまホールディングス
イメージキャラクター　谷原章介

見 本

※贈呈券は税抜6,000円以下の商品が対象となります



第44期第2四半期連結累計期間の業績について

　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、不安定な海外政
治情勢など先行き不透明感が残るものの、企業収益の回復や雇用環
境の改善などにより緩やかな回復基調が続いてまいりました。衣料品
小売業界におきましては、気温上昇が遅れたことによる春夏用商品の
販売不振や消費者の節約志向などにより、厳しい状況で推移いたしま
した。
　このような環境のもと当社グループは、「健康」をキーワードに事業
を展開するなどの差別化戦略がお客様の支持を得たこともあり、「客
数」は好調に推移いたしました。
　商品面では、前期に続き「ストレス対策スーツ」や「ファイテンシリー
ズ商品」、「スラテクノシリーズ」などの「健康」をキーワードにした機能
性商品がお客様からご好評をいただき、売上に貢献いたしました。さら

　4月に「P.S.FA」100店舗目となる『Perfect Suit FActory イオ
ンSENRITO店』をオープンいたしました。
　大阪府内でのドミナント化を進めてまいりましたが、これまで以上
に身近なブランドとして、より多くの
お客様にご来店いただきたいという想
いから出店いたしました。
　ターミナル駅の歩行者デッキに直結
し、利便性も良く、仕事帰りやお出かけ
の途中など、気軽にお立ち寄りいただ
ける店舗となっております。

　4月に地域の健康ステーションというコンセプトのもと「はるやま
南彦根店」をリニューアルし移転オープンしました。
　店内には、血管年齢測定器やストレス測定器などを揃えたコーナー
を敷設、お買い物を楽しみながら、手軽
に心身のコンディションをチェックし
ていただける最新型ショップです。
　今後は同コンセプトの店舗を拡大す
るとともに、毎日の生活に気軽に取り
入れられる健康を考えた商品展開も積
極的に進めてまいります。

　はるやまグループの店舗に「セーブ・ザ・チルドレン」の専用募
金箱を設置し、お客様及び従業員を対象とした募金活動を9月より
開始しました。
　当社はかねてより、全国の「はるやま」各店
にて当社主体の募金活動を実施してまいり
ましたが、昨今の自然災害や様々な社会的課
題を鑑み、募金活動をはるやまグループ内店
舗へ拡大いたしました。
　今後も、はるやまグループ全体の社会貢献
に対する意識向上に努めてまいります。

お客様・社員の
健康推進を目指した
取り組みを実施

代表取締役社長執行役員

「P.S.FA」全国100店舗目を出店 コンセプトは地域の健康ステーション 「セーブ・ザ・チルドレン」募金箱設置

Top Message

ごあいさつ

に、当社のワイシャツ部門における最大のヒット商品である完全ノーア
イロンの「アイシャツ」の累計販売着数が230万枚を突破するなど、お
客様の声を反映した商品の販売も好調な結果となりました。
　また、商品面だけでなく、地域の健康ステーションをコンセプトに既
存店をリニューアルするなど、お客様の健康推進を目指した取り組みに
加え、「ノー残業手当制度」を導入するなど、社員の健康推進を応援す
る取り組みも実施してまいりました。
　店舗数に関しましては、グループ全体で24店舗を新規出店、11店舗
を閉店した結果、当第2四半期連結会計期間末の総店舗数は519店舗
となりました。
　これらの結果、当第2四半期連結累計期間におきましては、売上高は
228億3千6百万円（前年同期比2．5%増）、営業損失は3億2千6百万
円（前年同期は営業損失2億7千7百万円）、経常損失は1億5千3百万円

（前年同期は経常損失1億6千4百万円）と、1千万円の改善となりました。

　一方で、株式会社はるやまホールディングスの利益改善に伴う税
金費用の増加などにより、親会社株主に帰属する四半期純損失は3
億2千2百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失2
億4千万円）となりました。

今後の見通しについて

　今後の見通しといたしましては、「より良いものをより安く」の創業
理念のもと、引き続き「健康」をテーマにした機能性商品の品揃えの
充実強化やお客様の声を反映した商品の開発に取り組むとともに、
お客様の健康推進を目指した取り組みの強化に努め、さらなる売上
拡大を図ってまいります。
　みなさまにおかれましては、引き続き一層のご支援を賜りますよう
お願い申しあげます。

■通期　■第2四半期連結累計期間

売上高 （単位：百万円）

2016/3

54,380

21,305

2017/3

55,942

22,288

2018/3

59,500
（予想）

22,836

営業利益 （単位：百万円）

2016/3

2,352

△324
2017/3

2,758

△277
2018/3

3,000
（予想）

△326

経常利益 （単位：百万円）

2016/3

2,610

△193

2017/3

3,028

△164

2018/3

3,300
（予想）

△153

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益（単位：百万円）

2016/3

1,040

△193

2017/3

1,273

△240

2018/3

1,400
（予想）

△322

TOPICS


